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韓国語オノマ トペの用言的用法について
D

李 殷蛾 (イ ・ウナ)

About a use of a declinable word of Korean onomatopoeia

Eunah LEE

Abstract: I clarified the use of a declinable word of Korean onomatopoeia by this report.

When Korean onomatopoeia is used as a declinable word (a verb, an adjective), the mOst

prttductive suffix is“ ―冽 Jじキ"/kOrida/,“ 一嘲じキ"/tada/,“一さキじキ"/hada/and“ 一〇lじキ"/ida/.

An onomatopoeia verb can be derived by“ 一冽司τキ"/kOrida/,“一Ellじキ"/tada/,“一ちキじキ"/hada/,

“一〇lEキ'' /ida/ . There are overwhelmingly many cases that a complete frequentative gets in

“―さキじキ"making an onomatopoeia verb.Use frequency is the high6st in“ 一月Jじキ"model,and

monomorphism Onomatopoeia is accompanied because“ ―冽J■"has a meaning of repetitiono ln

addition, one syllable onomatopoeia and the onomatopoeia word basis which ends with vowel

sound are not accompanied.“ 一嘲じキ"is“一月司Eキ "and equivalent suffix,but“ ―冽Jじキ"is 8

times higher than“ 一嘲τキ"in use frequency.“一〇lじキ"sticks to onomatopoeia of the monomorphism

which ends with “/k/", “/ng/", “/1/", but there is the most onomatopoeia which ends with

“/k/".

An onomatopoeia adjective can be derived by “一モキIキ " /hada/.  In many cases,  as for

the “―てキIキ " type onomatopoeia adjective, a pair with the monomorphism stem of a word /

frequentative stem of a word is possible, and a frequentative means emphasis of a meaning

Of mOnOmOrphism, a plurality of an Object.

は じ め に

韓国語のオノマ トペは文中における機能の観点から、副詞的用法、用言的用法 (動詞・形容詞 )、 名詞的用法の

3つの品詞別用法に分類することができる。

(1)癸 LI州 早司 せ
=可
ユ 子 〇レl七 早ヨ早司 対斗LI子 せOl スl嗜司 OI L州 刻叫せ 〇卜Olフト

Il鉄舎Ll■ .

(生まれてすぐにご飯を食べて育った赤ちゃんはすくすく育って三ヶ月が過ぎるといつの間にか大きな子

供になりました。)『童話』

。卜Ol ttOl州 せOll村 ♀三二 暑■ ■鍛舎Ll■ .

(子供達が寺小屋からわあつと出て来ました。)『童話』

書奨 詈。卜暑 d早アト可ユ司1妾鉄叶.

(ち らっと振り向いた神父がにつこりと笑った。)『父』
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(2)署 O卜詈書 司子三 普斗 フト舎01千署子署司州 せOll刑 三 疇アントユ毀舎Ll叫。

(長男はあまりにも驚いて胸がどきどきして馬に近づいて行って見ました。) 『童話』

OI Lせ書 そコJI毅叫フトロ1暑冽J可 詈Ol立ス1司 Ll州 せ 舎書 せを 望OI J鎖嘲Ll¶ ql社 せJl詈スl

引せ叫ユ 戴叫.

(ある日、チュニのところからふらつく足取りで帰つて来て西洋の酒を一杯飲んだが、

甘いけど、酔うと言つた。)『彼の家』

“乙詈 社 ♀司 電をO101嘔 普到 子Oll癸〇卜号Olフト七日1魁 署 をスト暑 711フトスlユ フト電をOll冽1可 qOト

計Jl."計呵 暑入l司
=Ell鍬
舎J叫。(“少し前私の夫があるやつの銃に撃たれて死んでいくので早くジャ

ガイモを掘って持っていって夫に食べさせなければならないの。"と 非常に慌てました。)『童話』

電フ1暑 El司 暑 計召OI El口 1せせ 三■書 スl銀舎Ll疇。(ヨ ンギは頭を掻きながらすまない表情を浮かベ

ました。)『創作童話』

(3)ユヒ せ嘲せ ストせ01銀 ス|せ 号詈号詈せ ヨ1三 蚊銀叫。

(彼は寛大な人だつたが、ふてぶてしいところもあつた。)『彼の家』

暑♀フトせ詈せ詈せ 呵J子舎 を外せユIll舎早裂銀疇。(フ ァニュがつるつるしている頭を抱えながら泣

き叫んだ。) 『手紙』

子計書 暑号■ ユスレ1暑 叫計せqlバ 叶〇卜普鍛舎Ll叫 .

(男 の人は膨らんだ風呂敷を屋根裏部屋に押し込めて置いた。)『童話』

(4)利 フトユ 脅升企到 子嘔晋Ol斗嘔 魁ロト叫 d LI獄 舎J外 ?

(私がそのびっくリショーの主人公であればどんなに楽しいことでしょう。)『手紙』

■召ユ三 司計■ dO卜 Jスlせ そ号舎 ¶舎 キ 鎖ユ ユ早せ詈州三 是 d暑子 Ol

叫立J外 立電せ 子ユ嘔 署仝司 ヨフト嘔バ 召暑書 コせ キ 鍬鍬叫。

(正式に認められたわけではないが、軍服が着られるし横文字の身分証明書が発行されるから要領さえよ

ければ大きな顔をして検間を避けることができた。)『彼の家』

せ計 替考 ■七 そ叶Ol仝司フト剋社 仝J ql翻 q詈 司立フ1バ 脅戴叫 .

(カ チャカチャというウィンカーの音がエンジンの音に混じつて聞こえ始めた。)『手紙』

(1)の例の「早弓早弓」(す くすく),「♀三二」 (わあっと),「暑奨」 (ち らつと),「可ユ JI」 (に つこり)は

副詞として用いられているオノマ トペの例である。韓国語において最も基本的な用法は (1)の例のような副詞的

用法である。オノマ トペが副詞的に用いられる場合、基本的に単一形や反復形をそのままの形で副詞として用い

るのが圧倒的に多い。また副詞接尾辞
2)な どと結合して副詞としての機能を果たす場合もある。

(2)「千署早署司州」(どきどきして),「日1暑冽司Fl」 (ふ らつく),「司号嘲鉄舎J叫」(慌てました),「計召Ol可」

(掻 きながら)は動詞 として用いられるオノマ トペの例である。 (3)の 例の 「む詈む詈せ」 (ふ てぶてしい),

「せ詈せ詈せ」 (つ るつるしている),「暑尋せ」 (膨 らんだ)は形容詞として用いられた例である。 (2)や (3)の い

ずれの場合もオノマ トペの語基に適切な接尾辞を付けることによリオノマ トペ動詞、オノマ トペ形容詞を派生し

た例である。

韓国語ではオノマ トペがそのままの形で名詞的に用いられることは少ない。 (4)の例の「そ脅企」 (びっくリシ
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ョー),「互早せ詈列」 (横文字)は 「そ脅」 (びっくりするようす),「互早せ」 (曲がりくねっているようす)のオノ

マ トペにそれぞれ 「企」 (シ ョー),「詈列」 (文字)の結合による複合名詞である。一方、「そ叶。1」 (ウ ィンカー)

はオノマ トペ 「そ叶」 (光などが明滅するようす)に名詞形成語尾の「一〇1」 を付けた形である。

以上のように、韓国語のオノマ トペには副詞、動詞、形容詞、名詞の品詞別用法がある。本稿ではこれらの品

詞別用法の中から韓国語オノマ トペの用言的用法 (動詞、形容詞)に焦点をあてて、検討することにする。

2。 韓国語の用言オノマ トペ

韓国語の用言は動詞と形容詞であり、用言オノマ トペにもオノマ トペ動詞、オノマ トペ形容詞がある。韓国語

のオノマ トペを用言として用いる場合、オノマ トペの語幹あるいは語基に何らかの用言形成語尾をつけなければ

ならない。韓国語の用言オノマ トペの派生過程は非常に単純な作業を経て作ることができる。オノマ トペのそれ

自体あるいはその一部の要素に、動詞化、形容詞化をもたらす接尾辞を付けることによつてオノマ トペ動詞、オ

ノマ トペ形容詞が派生する。韓国語の用言オノマ トペを派生する生産的な接尾辞として、「―冽司叶」/kOrida/、

「―嘲■」/tada/、 「―■■」/hada/、 「一。l嗜」/ida/の 4種をあげることができる。

(5)午子 書 ストせ。l鉄七日1フ l妾冽司呵 口l対 咀Llオ dd司 嘔Ol村 司七日1責叫書 号仝Jフト詈啜■。 (訪

ねて来る人が誰もいないのにしきりに覗きながらミジャさんがゆっくり立ち上がるところ耳慣れた声が

聞こえた。)『ボンスニオンニ』

■咀書 増舎
=日
l看日l号計可 詈せ01斗三 書

=書
El二嘔 長せ 王■

=ス
1鉄■。(チ ョンインは唇をぴく

ぴくさせながら今すぐにでも泣きそうな表情を浮かべた。) 『手紙』

■十七 劇スlフト舎Ol d電 戴ユ 子割到 ヒ剌外パ 替獄■.(チ ョンスはなぜかどきつとして人目を気にし

た。) 『父』

嗜毛Olせ ql Ll子暑 ■司 数■フト」理qlバ 嘔召Ol七 L立せ 詈可Ol司 暑 せd頭舎Ll■.(夫が山にたき

ぎを取りに行って、足元でぴかぴか光る黄色の金塊を見つけました。) 『童話』

赳酬 瑠可嘲七 月召Oll■フト 岳
=舎
Oll 召朴 子〇トパ せ羽呵 召ユニ せ司立叶フト ユせ 望Ol司 Jユ

せ蛾舎Ll叶。(も ともとせかせかする性格で、その上お金が手に入るとうれしくて飛んで家に走つて帰つ

て来る途中でなくしてしまいました。) 『童話』

LttL訳 せ 召
=d Ol三

召ス1011嗜フレト♀♀暑 脅彎 繁〇卜J鉄舎Ll嗜。(の ろのろした歩き方でお皿に近

づき牛乳をきれいに飲んだ。)『 創作童話』

ュ到 暑q企 月七 舎を,叫せ 珂鮮斜 ■■ 咽ス1斗 ■列 僣号■ ■フlフト冽月鍛嗜。(彼 の身体が触れた

瞬間、液状歯磨き粉のハッカのにおいとともにひやつとする寒気を感 じた。) 『 /Jヽ仏』

(5)の例の 「フ1妾冽司可」 (首を傾げながら)、 「日l子日l号計可」 (ぴくぴくさせながら)、 「■■戴ユ」 (ど きっと

して)、「嘔召 Ol七」(ぴかぴか光る)、 「瑠可嘲ヒ」(せかせかする)はオノマ トペ動詞の例であり、「LttL訳 せ」(の

ろのろした)、 「僣寺せ」 (ひやっとする)はオノマ トペ形容詞の例である。

「―冽司嗜」、「一嘲嗜」、「―■■」、「一〇l■」を辞書では次のように定義している。

国立国語研究院編 (1999)『標準国語大辞典』

「―冽J■」:(=計 王ヒ せ嘲暑 LIEI嘲 ヒ 魁早 Ol晉 ヨql暑 Ol)`ユ赳 はElフト鎖ll14月 1舎宅'q美書 J■ュ
=ス
ト暑
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せ二■ 召口1入卜.=Ellじト

((動作あるはい状態を表す一部の語根について)「そのような状態が引き続き続く」の意味を表わし、動詞

を作る接尾辞 =「 ―嘲叶」:稿者訳)

「―Ell叶」:=― 冽司■

「―き卜■」:

① (電早 電ストJ ql暑 Ol)=スト暑 せニヒ 召口|スト.

((一部の名詞について)動詞をつくる接尾辞 :稿者訳)

② (電早 電人トョOllせ朝)■
=入
卜暑 せ二■ 瑠口lスト.

((一部の名詞について)形容詞をつくる接尾辞 :稿者訳)

③ (鋼 偲・―°l tt Olヨ ql暑 Ol)子ストLI■
=ス
ト暑 せ二■ 習口lスト.

((擬声・擬態語について)動詞や形容詞をつくる接尾辞 :稿者訳)

④ (到 弓・到El1 01 01到 到 魁早 ■せ 早ストJ qlせ Ol)=ストLI■
=ス
ト暑 せ三七 召口lスト.

((擬声・擬態語以外の一部の性相副詞について)動詞や形容詞をつくる接尾辞 :稿者訳)

⑤ (喫 要 Olせ ヨql暑 Ol)=ストLI■
=ス
ト暑 せ三■ 召口|スト.

((幾つかの語根について)動詞や形不詞をつくる接尾辞 :稿者訳)

⑥ (喫 喫 到壬 電スト早l qlせ ol)=スト■ ■
=人
卜暑 せ二■ 召口l人卜.

((幾つかの依存名詞について)動詞や形容詞をつくる接尾辞 :稿者訳)

「―。1■」:(子 計 二七 はEH暑 嗜EILll七 魁早 Ol晉 ヨqlせ Ol)手スト暑 せ三七 召口1スト.

((動作あるいは状態を表わす ^部の語根について)動詞をつくる接尾辞 :稿者訳)

李基文監修 (1989)『新国語辞典』

「―冽J斗」:到 弓O10 tt L1 01ヨ qlせ Olを♀
=計=毀

せ。トエl普。1サ
=美
■

(擬声語・擬態語について同じ動作を引き続き繰り返すことを意味する。 :稿者訳)
「―Ell■」:=― 刻司■

「―■嗜」:① 嘔早 電ストJ qlせOlユ せ
==人
卜三 せ岳

(‐部の名詞について動詞をつくる。 :稿者訳)

② 魁早 到壬 可朝仝qlせ Ol■
=ス
ト暑 せ岳

(・部の依存形態素について形容詞をつくる。 :稿者訳)

③ 早人口1せOl=スト■ 可
=ス
ト暑 せ岳

(副詞について動詞や形容詞をつくる。 :稿者訳)
「―。1嗜」:「 ―冽司■」フト暑

=キ
銀七 人l廿せ (早スト)Olそ Ollせ Olユ せ。1=スントヨ列1■ .

(「 ―冽J叫」がつくオノマ トベ (副詞)の語根について動詞をつくる。:稿者訳)

油谷幸利他編 (1993)『朝鮮語辞典』

「―冽司■」:(擬声・擬態語またはそれに準ずる副詞に付いて動詞をつくつて)同 じ動作・状態などが繰り返されること

を表わす :し きりに…する、めく、がる、…ぶる

「―嘲叫」=「 -71司 叫」

「―■■」:① 《動作性名詞に付いて》動詞をつくる。

② 《状態性名詞に付いて》形容詞をつくる。

③ 《副詞に付いて》動詞・形容詞をつくる。

「―。1叫」:副詞に付いて動詞をつくる語。

「―冽司叫」はどの辞書でも繰り返す意味を持つ接尾辞として定義しており、語根に「―冽司疇」をつけることに

より反復、継続の意味を表わすことができる。「―冽司疇」とまったく同じ意味として使われるのが、「―嘲■」で

ある。したがつて、「―冽J叫」がついたオノマ トペはほとんどすべてにおいて「―Ell叶」に置き換えることができ

る。「―■叫」は一般的な用法と同様、動詞あるいは形容詞を形成する接尾辞である。そして「一〇1■」は動詞を派

生する接尾辞である。
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3。 動  詞

韓国語のオノマ トペ動詞を派生する接尾辞は様々なものがあるが、比較的に生産的な接尾辞としては

卜冽司叫」、「一嘲■」、「一尋■」、「一〇1嗜」の4種がある。

朴東根 (1997:66)は、ハングル学会編 (1992)『 韓国語大辞典』に収録されているオノマ トペについてどのタ

イプの用言オノマトペが可能であるかを調査した結果、次のような分布が得られたという。

表 1

タ イ プ 占高言司 語数

■■型

動 詞 3136 5510

形容詞 2026

動詞・形容詞 348

冽司■型

自ヨ勤言司 1024 2229

他動詞 227

自動詞・他動詞 928

En I1/1型 動 詞 2229 2229

。l■型 動詞 401 401

オノマ トペ動詞のうち最も少ないのは「一〇l叫」型であるが、それでも401語 というのはかなり生産性が高い。

しかし、実際の使用頻度の観点から見るとこれらのタイプの分布状況はかなり異なる。 <表 2>に示したよう

に稿者は小説や童話などからオノマ トペをタイプ別に調査して、次のような結果が得られた。

表 2

タイプ 品言司 用例数 計

■■型 動詞

形容詞

180(H.3%)

509( 32°/0)

689(43.3°/0)

冽 J II‐I型 動詞 557(35%)

嘲嗜型 動詞 68(4。 3%)

。l嗜型 動 詞 279(17.5%)

計 1593(100%)

上記の二つの調査結果を比較すると、次のような違いが見られる。

①「―■■」型用言では、可能な動詞と可能な形容詞の比率がほぼ3:2(3484語 :2374語
3))で動詞の方が多

いのに対して、使用頻度は形容詞の方が動詞よりも約 3倍程度 (180語 :509語)多い。

②可能な動詞のタイプとしては「―■■」型 (3484語)が最も多く、以下「―冽司■」型 (2229語 )・「―嘲叫」

型>「―Ol嗜」型 (401語 )の順であるが、使用頻度においては「一月司■」型 (557語 )が最も頻繁に用いら

れ、以下「―Ol■」型 (279語 )>「―■■」型 (180語 )>「 ―Ell叫」型 (68語)の順である。
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3.1「 ―■叶」型
「―計叫」型オノマ トペ動詞は完全反復形 (単純反復形)のオノマトペを語幹とするものが圧倒的に多く、その

他に類音反復形語幹と単一形語幹に付く場合がある。

(6)a)型 書 ロト叫 嘔qlバ ♀ 到スト七 立赳ス1を ■せ
=計
Ill Llユフ1暑 フト臭フト臭戴舎J嗜。(深い海の底から来

た医者は長い間診察をすると首をしきりにかしげました。) 『童話』

LI早せ到 号 ヨqlバ Olせ計冽|三 せユ計せユ計 ■七 仝司フト詈司鍛舎Ll叫 .

(き こりの背後から奇妙なことにかたかたいう音が聞こえてきました。)『童話』

¬ユ七 d日 1釧 せ
=暑
ユ ユア1詈 ユ呵五呵戴舎Ll叫。 (ト クボは学者の話を聞いて首をこくりとうなず

きました。) 『童話』

せ召 せ舎 フ1妾フl臭 詈q嗜ュ叫 ュ 牡ql詈 Olフト月七 〇l項 バ項 子詈ヨ子暑ヨ戴舎J叫 .

(店の中をしきりにのぞいてからその中に入つてあれこれしきりにいじりました。)『童話』

b)“〇卜Jス1七 せ〇卜Jス1フト暑せ■ス1三 錯立召Ll外?"■ユ 暑響■朝 到獄舎Ll叫 .

(“お父さんはおじいさんが可哀想じゃないんですか"と かっとなって叫びました。)『童話』

スl晋 せせ♀ ユフ1暑 千¬■呵,“ユ電 フトユ獄舎J叶 "。 (田 舎の方は首をぺこりとして、“それでは帰り
ます"。 )『童話』

暑箸 ヨOI LI冬 ■午到 せ仝J ql嗜 叶人}ヒ フト舎01型 可戴叫。 (いきなりしゃべるチョンスの声にナム

博士はどきっとした。)『父』

Ol列 暑 立告■呵 州詈司 入lを舎 叫城舎Ll叫。(肩を怒らしながら慌てて市場を離れました。)

『童話』

三冽フトユ 署 刊暑 晉夭計呵。… (ウ サギがその大きい耳をぴんと立てながら…)

『童話』

(6a)は完全反復形オノマトペを語幹とする「―■■」型動詞の用例であり、(6b)は単一形語幹を持つ動詞の

用例である。反復形は動作の繰り返しや継続、単一形は一回だけの動作・現象を表わしている。したがって、次

の (7)の ような単一形語幹/完全反復形語幹のオノマトペ動詞の対ができる。

(7)フトづきち十Eキ

フトづきフトづきち十Eキ

■l¬ ■叫

ユ呵ユЧ■叫

子可■叫

子J千可計叫

せユ計■叫       かたっと/こ とっと音がする

せユ計せユ計■ El‐    かたかた/こ とことする

首をかしげる

しきりに首をかしげる

こくりとする

こつくりこつくり/う つらうつらする

かつとする

かつかつとする、しきりに腹を立てる

こつくり/ぺ こりとする

こつくりこつくり/ぺ こぺこする

叫■

■

ユ
」

■

日百

ユ
」
　
ユ
」

日百
　
日百
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どきっと/びくっとする

どきどきする/びくびくする

肩を怒らす、得意になる

しきりに肩を怒らす

43

雹可尋叫

■■■■尋叫

■４

■

歩可

■

ｏ
一

歩一「　　歩一「

ｏ
一　
ｏ
一

可ユせ■■ がちゃんと音がする

」ユ著可ユせ■■ がちゃんがちゃんと音がする

しかし、「一計嗜」型は次の (8a)の ように単一形にしか「―計■」がつかない場合や (8b)の ように完全反復形

にしかつかない場合がある。

(8)a)竹叶■叶 (う っかりする)         Jト モ■■ (かっとする)

里二
=計
■ (つんとしている)        a嘔 電■■ (頭がふらつく)

咽☆■叫 (顔をしかめる) ■■■叫 (どきっとする)

司早尋■■ ((ひげなどが)ぼ うぼうとしている)

b)せ号せ号■嗜 (ぶらぶらする) 嗜電せ杜■叫 (ぐずぐずする)

なせなせ■嗜 (だだをこねる) ■詈せ詈計■ (に こにこする)

晉せ晉を■嗜 (ぺちゃくちやしゃべる)    晉せ晉せ■■ (ぶつぶつ言う)
猛癬猛せ■■ (ぶつぶつ言う) 司号司子■■ (あたふたする)

司鋼召司判召■■ (じたばたする) 司召司召■■ (ひっかき回す)

司司司ヨ計嗜 (あ くせくする)

また (9)の ように類音反復形に付く場合もある

(9)ユ J対 ロト♀七 立普叫斗 」詈可詈■嘔州 子をそ 〇トパ列Oll冽1せ舎 4鎖舎嘲嗜.

(すると、バウは今日に限つてエコニコしながら工場長に話をかけました。) 『創作童話』

…■号 オ月七 〇lアl鍬七 州冽 異 哄ユ,ユ 311州 量計せ計■司嘔 日l』 アl秩せ三 魁ロト■ せ。卜。(・・・韓国に

帰つてここにいる子供達が忘れられず、行つたり来たりしたら航空運賃だけでもどれだけかかるという

の。)『 彼の家』

ストT°l七 せ種早4長戴舎Ll■ .(婿はそわそわしました。) 『童話(チ )』 4)

Ol二詈書 パ書 せせ 咀 せ看月1妾 EIフトLI子咀 晋せ El召 副召戴■.(叔母たちは会つたときはうれしそう

に笑うけれど、後からよく何だかんだと口げんかをした。)『創作童話』

類音反復形の例として他に次のようなものがある。

(lo)署三司lせ三■ll■■ (べろんべろんになる)

」舎列合計嗜 (そわそわする)         ¶可瑠」計■ (あたふたする)

書d4d計 ■ (ああだこうだと言う)      魁フl社アl■叫 (ごちやごちやする)

♀暑午暑尋叫 (も じもじする)         せ4せ今■■ (がちゃがちやする)
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司召パ召計叫 (あたふたする) 司子スl号尋叫 (あたふたする)

3.2「 ―冽司■」型
「―冽司嗜」型はオノマトペ動詞形成接尾辞の中で最も使用頻度が高い。

(11)a)せ ql七 暑哄せ フト詈冽電 讐 〇卜早 嘲嗜01鉄鉄舎J叫。(中には明かりがちらちらするばかりで、何の

返事もありませんでした。)『童話』

01せ

=詈
♀ 呵舎書 ユ芍 ユア1暑 五呵冽嘔 讐Ol銀舎J叫。(こ の言葉を聞いた下男はただ首をこつく

りこっくりさせるばかりでした。) 『童話』

…Ol嘔 杜日1フト早嘔フト暑 費七 長 子司嘔冽司呵 舎斗敷舎Ll叫。(…ある学者が何かを探すようにきょ

ろきょろしながら上がってきました。) 『童話』

冽り書 ♀ 署OI I14詈冽Jを舎 01暑 キ 鉄蚊舎Ll叫。 (巨人は全身がちくちくして眠れませんでし
た。) 『童話』

01せql=Jlストせ署書 七ス1暑 ス1ユ 利ロト叫 キ子冽啜舎Ll叫。(こ の話を聞いて村の人々は感づいて
みなこそこそしました。) 『童話』

叶Lll七 嶼詈舎 dJ司 叫フト詈Oll叫パ 司判召冽司七 企唱舎 せd戴舎Ll叫。 (末つ子は川を渡ろうと
して、水に落ちてあっぷあっぶしているお坊さんを見つけました。) 『童話』

舎ql引 司 ¶寸Ol■ ■十七 なス1スト型
=立
二 日1暑冽戴叫。 (酒 に酔いヘベれけになったチョンスは

千鳥足でふらついた。) 『父』

せ 叶人ント号叫月電 子魁冽頭叫。 (ナム博士は独自のようにつぶやいた。) 『父』

口l司早El詈
=■
司,Jせ舎 著司 司召ス1召 司号冽J七 里舎詈書 ■せ ユフ1製鍬■.(初 めから終

りに向かつて、崖に向かつてあたふたとあわてふためく姿は本当に見たくなかつた。) 『父』

ストJ七 舎〇|ヨ qlスト嘔呵冽Jフ1ス1計戴叫。 (男 は虐、が詰まって喘ぎ始めた。)『 父』

手詈冽司七 叫司暑 フト午ス1異せ ユLlフト子Jスl美 子せロト叶ql子司毀蛾叫.

(わなわなする足を支えきれず彼女は崩れるように台所の床に座り込んだ。) 『父』

■キヒ 疇スlL司暑 手魁冽J呵 羽■冽司七 せ型書 嘲望フ1スl計戴■。
(チ ョンスは再び鼻歌を歌いながら、ふらふらする足取りで歩き始めた。) 『父』

ストLllヒ ユフ1暑 フト♀詈冽調フトJ彗詈書 二双叫。 (男はしきりに首をかしげながら言葉を濁した。)
『父』

b)子司嘔早司嘔冽J疇フト,七 qlを 呵七 叫テフトスl割 q1401普 毀舎Ll叫。(き ょろきょろしてから目立
つ枝の上に掛けておきました。) 『童話』

■り書 千 人卜せql冽1社美 詈Ol立斗七 せ舎 異計ユ 呵長可長冽司ユせ 蚊銀疇。(チ ョンインは二人に

快く中に招き入れることができず、もじもじしていた。)『手紙』

嘲フト せユ 蚊嘔 里署 バ1は 01, パ 斗せ到 責詈月電 召暑電咀 項qlバ 番スレ1 せ。卜
=召
01ユ

詈暑詈暑冽J七
=暑
電ユニ 嘔司フト七 項利電 L冽 獄叫。(私が知っていた世の中が、あの花壇の花の

ような植物性のものが突然生きて動き、にょろにょろとする動物性に変わっていくように感じた。)
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『ボンスニオンニ』

Ol tt Ll七 計旱子電 子電子魁冽司可 ■だ。l LIを スト舌 を餓叫。(母親は一日中ぶつぶつつぶやき、気

が抜けた人のようだつた。) 『ボンスニオンニ』

J吾J詈冽司呵 キ叶
=4可
ユ 鉄七日1毬千叶qlバ 子咀 せ。卜Jパ

=電
Ol詈司 敷舎J叶。(手探り

でスイカを食べていたが、番小屋からおじいさんの声が聞こえて来ました。) 『創作童話』

望Oll鍬嘔 ■子三 早嘔早嘔冽双舎J■ .(隣にいたヒャンジュもぶつぶつ言いました。)

『創作童話』

嗜司七 千 舎
=霊
立三 Ll嘔ユ 司♀召司♀召冽戴舎J■。(ナ ヒは両手を前に出してしきりにもがき

ました。) 『創作童話』

c)毅せ ロト三 望Oll月 をそ冽司ヒ 妾
=企
Jフト詈司敷舎嘲■.(旗のすぐそばから、からから笑う笑い声

が聞こえてきました。)『童話』

嘔司州 ユLl重せ01フト望
=判
ql子バ鉄〇卜

=召
Olスl三 異計ユ 塾勾冽司ユ 鍬鍬舎J叫。(遠 くから

見ると、 トラが氷の上に座り込んで動くこともできずうんうんうなつていました。) 『童話』

冽り書 暑暑冽司呵 せOllバ ロト旱三 嗜斗 」可 三司十獄舎J嗜。 (巨人はぶつぶつ言いながら部屋か

ら板の間へ出て、ごろんと寝転びました。) 『童話』

…司司冽司七 斗El立仝司Ol1 01 01詈司七 剌
=暑
七 書叶.… (… キーキーいうラジオの音に続いて聞

こえるはじめて聞く音楽…)『父』

王をロレト ストJ到  4召書 む嗜 要 ロトJ斗 ■キユ■ 喫 晋書 司 44冽 Jヒ ユ到 子司せ
妾書讐朝鉄ス1せ。… (屋台の男のつまらない冗談とチョンスより何倍もけらけら笑う彼の虚しい笑いだ

けだつたが…)『父』

ユ嘔Jl呵 訳舎書 召召 計〇トパユ フト舎♀ 対子せ 子子冽啜■。(しかし、頭の中はどんどん冴えて胸は

しきりにどきどきした。) 『父』

「―冽司■」は反復の意味を内包する接尾辞であるので、一般に (Ha)の ような単一形オノマ トペに付き、同じ

動作 0状態などが繰り返されることを表わす。通常「―冽J疇」が付くと完全反復形はその反復性を失うが、(1lb)

のような完全反復形に「―冽司叫」が付いた例は例外的な使い方である。「―冽J嗜」は基本的に母音で終わるオ

ノマトペ語基には付かない 5)。 そして 1音節のオノマトペにも付かず、(1lc)の 例のように必ず反復形に付くの

である。これは「―冽司嗜」と「―嘲嗜」の大きな違いであると思われる。

1音節反復形オノマ トペに「―冽J■」が付いたものとして、他に次のようなものがある。

(12)をな冽J嗜 (飢えてがつがつする)     ]咽 冽司■ (かんかんと鳴る)

咽可冽J嗜 (がんがんと音を立てる)    可可冽司■ (わんわんほえる)

せ1よ冽J叫 (ぱんぱんと音をたてる)    叫叫冽司■ (ぴいぴい泣く)

叫叫冽J嗜 (ぎゃあぎゃあ泣く)      社裡冽司■ (へらへら笑う)

■■冽J嗜 (ぶつぶつ言う)        ■■冽J■ (ち ゆっちゅっと舌を鳴らす)

せせ冽J■ (ぽかぽかする)        瑠瑠冽司■ (ち えっちえっと舌打ちをする)

理型冽司■ (めそめそする)        ]可 冽司疇 (がみがみ言う)

召召冽司叫 (く ちやくちゃ噛む)      電裡冽司■ (せかせかとほっつき回る)

召召冽司■ (舌打ちをしたり舌鼓を打つ)  勾弓冽司叶 (羽振りよく暮す)
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晉晉冽J叫

晉晉冽司嗜

電理冽司叫

召召冽J疇

肴升冽司叫

署詈冽司叫

計計冽J嗜

せせ冽J叫

子子冽J叫

子子冽司疇

型理冽J嗜

暑暑冽J嗜

子号冽司叫

」電冽司叫

計計冽司叫

司司冽司叫

二重冽司嗜

手手冽司叫

(さ らさら流れる)

(ち ょろちょろと音をたてる)

(し くしく泣く)

(かっかっと咳をする)

(が あつがあつと声を出す )

(すやすやと眠る)

(ぶすつぷすつと刺す)

(どんどんと音がする)

(どんどんと音がする)

(く んくん鼻を鳴らす)

(く すくす忍び笑いをする)

(ぶつぶつ言う)

(どんどんと音がする)

(ぽんぽんと音がする)

(し きりにははと笑う)

(疲れて′自、を切らす )

(し きりにほほと笑う)

(ふ うふうする)

(ざあざあと流れる)

(ずるずる引きずる)

(き ゃんきゃんと吠える)

(キ ツネがこんこんと鳴く)

(と くとくと流れ出る)

(わんわんと吠える)

(ざあざあと流れ出る)

(ぐ うぐう寝る)

(だ くだくと流れ出る)

(く すくす笑う)

(う んうんとうなる)

(どんどんと音がする)

(ぱあんぱあんと音がする)

(ぶ うぶうと音がする)

(は っはっはっと笑 う)

(し きりに―へと笑う)

(鼻をふがふがさせる)

ちらちら/ゆ らゆらする

しきりに首をかしげる

しきりに首をかしげる

こつくりこっくり

こつくりこつくり/ぺ こべこする

しきりにまばたきをする

舌をぺろぺろ出す

きょろきょろする

かたかた/こ とことする

かつかつとする、しきりに腹を立てる

よろよろ/ふ らふらする

ひそひそ話す、ささやく

うろうろ/そわそわする

しきりに肩を怒らす

ぶつぶつつぶやく

ぶつぶつ言 う

ぺちゃくちゃしゃべる

むずかる、だだをこねる

せせ冽J叫

¬¬冽司叫

なな冽J叫

謝可冽司叫

詈詈冽司叫

子子冽司叫

せせ冽司叫

詈詈冽司叫

嘔嘔冽司叫

44冽 J疇

電電冽司叫

可可冽J■

せせ冽司叫

手手冽J■

司司冽司叫

司1司1冽 J叫

手
=冽
司叶

「―冽司叫」型オノマ トペは動作の反復 0継続を表わす。したがって、「完全反復形オノマ トペ十計叫」のタイプ

のオノマ トペ動詞とほとんど同じ意味を表わすことになる。

(13)フト通≧フト運≧ちキじキ

フト♀詈フト♀詈尋叫

フトづきフトラともキじキ

ユヨ五ヨ計嗜

子」子Ч■叫

詈習詈召■嗜

せ暑せ暑計叫

子司嘔子司嘔■叫

せユ計せユ計■■

暑モ暑モ■叫

日1暑日1暑尋嗜

キそキそ計嗜

州電付電計叫

立告立告計嗜

子電子望尋叫

晉せ晉せ計叫

晉せ晉せ尋叫

なせなせ尋嗜

フト詈冽司叫

フト♀詈冽J叫

フトづき冽Jじキ

ユ呵冽J叫

子」冽司嗜

詈召冽司叫

望暑冽J叫

子J嘔冽J叫

せユ計冽J疇

暑響冽J叫

日1暑冽J嗜

キそ冽司叫

州電冽司叫

立箸冽J疇

子魁冽J叫

晉せ冽司叫

晉せ冽司叫

せせ冽司叫
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～ ■■冽司嗜      どきどきする/びくびくする

～ 司司冽J嗜      あえぐ、あくせ くする

～ 司召冽司叫     ひっかき回す
～ 司子冽司■     おろおろ/あたふたする
～ 嘔Ч冽司■      しきりにあえぐ、ぜいぜいする
～ 手魁冽司叶     ふんふん鼻歌を歌う
～ 羽■冽司嗜      よろよろ/ふ らふらする

司判召司割召計嗜    ～ 司割召冽司■     じたばた/あっぶあっぶする

司召司召計疇

司子司号■■

嘔呵嘔¬計■

手魁手望■■

羽■羽■計叫

この 2つのタイプのオノマ トペ動詞はほぼ同数存在するが、使用頻度は圧倒的に「―冽司嗜」型の方が多い。そ

れは、<表 2>で見たように「―■叶」型動詞全体の使用頻度を低める大きな要因となっているし、また、韓国語
の反復形オノマトペの使用頻度を若干低めている原因でもある。

3.3「―嘲■」型
「―朝叫」は「一月司叫」と同等の価値を持つ接尾辞であるとみなされるので、単一形のオノマ トペに付いて動

作の反復・継続を表わす動詞をつくる。したがつて、「―冽司叫」が付いたオノマ トペはほとんどすべてにおいて

「―嘲嗜」に置き換えることができる。

(14)里子詈 Ol列 是 電子魁パ暑 詈4仝署嘲ユ 鍬鎖舎J叫。
(皆 どうしたのか訳を知らずこそこそしていました。) 『童話』

今せせ 望 フl讐 嘔舎 乙せ嘲呵 叫詈Ol咀 項三 〇1¶ロトO卜 uul鍬 立Ll外立.

(悲 しいことやうれしいことをぺちゃくちゃしゃべったのもママ、パパだったから。) 『創作童話』

理司 嘔詈
=咀
暑戴嗜フトO卜 Jフトせ冽lヨ 鉄舎 呵 嘔可冽司暑 癸L斗 司そ嘲LJユ嗜ヒ 呵ス1ユ ■Ol

LI=長 型鎖■.(むやみに現金を引き出して、妻に知られた時に言い訳をしようとあわてふためくより
は、やはりそっちの方がましのようだった。) 『父』

詈ql叫dストせ月電 子 せ舎 司♀智朝呵 嗜七 J舎 暑詈鍬■.(溺れた人のように両手をばたばたさせ

ながら私は壁をつかんだ。) 「/Jヽ仏」

暑暑 せEllせ 三■書 割七 刈子三 ¶詈■月1三暑せ01嗜 フ1妾嘲可 スト七 人}せ三 蚊スlせ■.(も ちろん、

相手の表情を読む才能で突拍子もなく賭場をしきりにうろうろして暮らす人もいますけどね。) 「表情

管理」6)

国立国語研究院編 (1999)『標準国語大辞典』、李基文監修 (1989)『新国語辞典』、油谷幸利他編 (1993)『朝鮮

語辞典』では「―冽司■」と「―Ell■」の区別をしていない。しかし、延世大学校言語情報開発研究院編 (1998)『延

世韓国語辞典』では「―冽J嗜」と「―Ell■」を次のように定義している。

「―冽司嗜」:① (手嘲せ到 ヨql是Ol)ユ 仝司嗜
=脅
01叙せ。卜冽1舎瑠

=LI叫
咽。

((オノマ トペに付いて)音や動作があいついで続くことを表わす。 :稿者訳)

② (`冽詈ヨ','日 10卜せ'叫判qせ。llせ Ol)ユ司せ 可子書 普 ■七 項
=嗜
叫咽.

((`い ばる様子 '、 '皮肉る様子'な どのことばについて)そのような行動を常に行うことを表わ

す。 :稿者訳)
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「―嘲叫」:① Ol嘔 仝Jtt qJ tt ll署 Ol司 州 嘲冽LIっ 暑入l』計冽|]=LI叫 咽。

(あ る音を何度も繰 り返すことや、それが非常にひどいことを表わす。 :稿者訳 )

②Ol嘔

=司
¶01嗜 可号舎 二1普 01■月■,暑入1型 計冽|サ

=LI叶
咽.

(あ る動作や行動を繰 り返すことや、それが非常にひどいことを表わす。:稿者訳 )

「―冽司叫」と「―Ell叫」のどちらも「音や行動が引き続き繰 り返されることを表わす」ものとしているが、
「―

朝叫」は 「その状態が非常にひどいことを表わす」ものとしている。

<表 2>の ように実際の使用頻度をみると、「一Ell叫」型 (68例 )に比べて「―冽J叫」型 (557例 )は実に 8倍

以上にのぼっている。これは「―Ell叫」型の表現が非標準語と見なされてきたことと「一月J叫」に比べて「一嘲叫」

の方はやや否定的な意味を含んでいると考えていることによるものと思われる。

朴東根 (1997:87fflは韓国語話者21名 を対象として「―冽J叫」と「一El嗜」について調査したところ、次のよう

な結果が得られたとしている。

(15)a)「 一月司叫」、「―朝叫」共に結合が自由なもの

詈』 (涙をためる)

晋スl計 (ゆ っくり身動きする)

詈召 (の ろのろ)

増理 (大 きくうねる)

J暑 (手で探る)

子署 (ど きどき)

詈習 (かたかた、そわそわ)

日l」 (よ ろよろ)

〇卜暑 (ち らちら、ゆらゆら)

Ol詈 (かっかと)

番今 (ふざける)

二暑 (と ろとろ)

b)「一月司叶」とは結合が自由であるが

フト詈 (ち らちら)

フ|♀詈 (ぐ らぐら)

響召 (ねばねば)

せせ (り んりん)

せ手 (ま じまじと見る)

ロト詈 (う ようよ、ぐらぐら)

せ詈 (つ るつる)

せ奨 (に こにこ)

立付 (ぞくぞく)

手モ (ぽかぽか)

c)「一月司叫」、「―嘲叫」共に結合が制約されるもの

互フ1計 (しわくちゃ)

子詈 (ぐずぐずする)

五ヨ (こ っくり)

Ell=(ぶ らりぶらり)

唱可 (どぶん、あたふた)

ヨ詈 (よ ろよろ)

号召 (がやがや )

日l暑 (よ ろよろ)

舎」 (わ くわく)

社号 (びっこを引く)

暑可 (どぶん)

は制約 されるもの

(く ねくね )

(し きりにのぞく)

(ぺろぺろ)

(ひ りひ り)

(ふわふわ、ぶよぶよ)

(ぶ るぶる)

(き らきら)

(に こにこ)

(びつこを引 く)

(ゆ らゆら)

‐ど
　
日百
　
ｏ天
　
己百
　
二
口　
課
Ｏ
　
直百
　
丼
「　
ユ己　
一百
　
亡百

『

子

フ‐

せ

叫

せ

叫

せ

せ

社

暑

朝一

そ子 (ぴ ょんぴょん)

=d(ふ
わふわ)

せ社 (ぐずぐず、もじもじ)

せモ (かっと)

暑針 (突然)

里狽

=晋Jd

Oトビ≫

(しわくちゃ)

(非常に熱い )

(先が擦 り切れて鋭 くない )

(ぱっと、すっくと)

(は らはら)
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。卜晉 (も ぐもぐ)

立詈 (も ぐもぐ、うようよ)

立詈 (ぶ るぶる)

■■ (じゃあじゃあ、なみなみ)

3.4「―朝■」型
「一〇1嗜」も生産性の高いオノマトペ動詞形成接尾辞の 1つであり、「―嘲■」に比べるとかなり使用頻度が高い。

この接尾辞も単一形のオノマ トペに付くのが普通である7)。 通常 「一〇l嗜」型動詞の語幹となるオノマ トペは、

「¬」/k/、 「〇」/ng/、 「己」/1/に終わるものに限られる。

(16)a)二 せOl七 ユア1暑 五司01呵 乙詈せ 司 者Oトユ司斗 列今以舎Ll嗜 .

(虎はうなずきながらもう少し我慢してもようと思つた。) 『童話』

■スl可計Llスl型書 詈司嘔 ユ到 讐哄。lせ4鍬嗜。(再びばんやり視線を向けた彼の目が輝いた。)
『父』

電社Ol晋識 せ せ告 三号Ol暑 フトJヲ 1呵 嗅今せ三 今付鍬■.(ヨ ンシンが空港の中の一角を指しなが

ら耳もとでささやいた。) 『父』

b)■ 十七 ユ斜 4=Ol羽 ■り■ユ 翻今戴■。(チ ョンスは彼の足がふらついていると思つた。) 『父』

■♀七 缶詈
=詈
勾Ol可 嘔立朝 舎

=互
書 脅蛾舎Ll■。(チ ョンウは涙ぐんでイノの手をぎゅつと握り

ました。) 『創作童話』

ユせ せ 嗜列 Lllフト対七 せ到 モ手スレト嘔司ユ 司舎せ ♀司召 ♀Jを Olユ三尋
電召Olス1せ 錯鍛L~l斗嘔 〇トロトLI七 ユ到 d=仝司暑 詈鉄

=外
。(その夜、一晩中私が寝ている部屋の

目張りが震え、古い我が家の窓があれほどがたがたしなかったならば、恐らく私は彼のうめき声を聞い

たのだろうか。) 『ボンスニオンニ』

c)。…OI IIl dフト書書 スト舌Olスl d Ol七 長せ 入l詈スl詈せ 仝司フト詈司鍛舎J嗜。(・・・どこからか多くの人が
ぺちゃくちゃしゃべっているような騒々しい声が聞こえてきた。) 『童話』

■十七 〇l州■ 妾書せ スl=讐 Ql社司 せ型鍬嗜。(チ ョンスはぎごちない笑いを浮かべるだけで依然と
してためらっていた。) 『父』

ロト舌Ol暑 嘲ロト嗜 せ詈せ 著フレト電スト到 ュ暑 を■鍬嗜。(風が吹くたびに芳しい香りが兵士の鼻を上
すぐった。) 『創作童話』

稿者は実際の使用例 279語および辞書8)か ら得られた 57語の「―Ol■」型オノマトペ動詞を「¬」/k/、 「〇」/ng/、

「己」/1/別に調査した。その結果、<表 3>の ようにどちらも最も多いのは「¬」/k/で終わるオノマトペでそれぞ

れ全体の 75%以上を占めている。

表 3

使用例 (279語 ) 辞書 (57語 )

「¬」/k/ 216高吾 (77.4°/0) 45語 (78。 9%)

「〇」/ng/ 30語 (10.8%) 10語 (17.5%)

「己」/1/ 33語 (H.8%) 2語 (3.5%)

3.5 その他
朴東根 (1997:93fflに よれば、オノマ トペ動詞を派生する接尾辞には上に挙げた 4種の他に次のようなものが

ある。
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(17)a)― 電嗜 /ttOlda/

01ス1可 電叫 (と ばける)Ct 01ス1可 杢咽疇 (し らんぶりしている)
ス1せ嘔叫 (むやみにはしゃぐ) < 州替ス1せ (に こにこ笑いながらぺちゃくちゃしゃべるようす )
b)― スl叫 /ch'ida/

号計スl叫 (こ との善し悪しを考えないで除いてしまう)< 号叶 (こ つん)
c)― ス1叫 /chida/

二早斗ス1叫 (曲がる) < 互暑互暑 (く ねくね)
日1暑 Olス 1疇 (ね じれる)< 日1暑日1暑 (ふ らふら/よ ろよろ)
魁尋ス1叫 (染みがつく、まだらになる) < 魁尋魁尋 (ま だらに)
d)― 三 (三)J叫 /t'0(tta)rida/
フト岳ユ三J嗜 (簡単にとりまとめる)< フト岳フト岳 (気軽なさま)
互早斗二司■ (折 り曲げる)< 互暑互暑 (く ねくね)
入l詈朝二司叫 (しおらせる)< スl詈スl詈 (しおれているようす)
e)一 ユJ疇 /karida/
フト岳ユJ叫 (簡単にとりまとめる)< フト岳フト岳 (気軽なさま)
」せユ司嗜 ((顔 を横に振つて)嫌がる)< 咽詈咽詈 (ぐるぐる/く るくる)
]ユJ叫 (顔をしかめる)< 可夭』受 (顔をしきりにしかめるようす)
そユ司El‐ (耳などをまつすぐ立てる)< 晉夭舌夭 (ぴんと立つようす)
午ユ司叫 (しゃがむ)< 午詈午詈 (しわしわ)
0 -早司叫 /purida/

冽|■早司叫 (不平がましい態度を取る)< 冽|■ 月|■ (ぶつぶつ)
Olフ1子早J叫 (ねちねちといやみを言う)< 〇レ1子 Olフ 1子 (ねちねち)
g)― コ♀叫 /p'iuda/

冽二暑コ♀叫 (いばる)< 冽三司冽三引 (偉そうに横柄な態度をとるようす)
。トス|せコ♀叫 (そ らとばける)< 〇トフ1子〇トフ1子 (人をこばかにしてしゃべりまくるようす)

次のようなゼロ派生、つまリオノマ トペを直接、動詞の語幹とする場合があるがこのような例は派生の方向は

確定できないものが多い。

(18)外暑叫 (ふ ざける) ⇔  外暑外暑 (軽率にふるまうようす )
子暑叫 (曲がっている)     ⇔  子暑子暑 (く ねくね)
J吾■ (手で探る)

]詈叫 (寝転ぶ)

早普叫 (毛羽立つ)

日1日 1叫 (こ する)

日l詈叫 (ひねる)

州舎叫 (た めらう)

スl詈叫 (しぼむ)

⇔  J吾 J吾 (手探りで)
⇔  ■詈■詈 (ごろごろ)
⇔  早普早普 (毛羽立つようす )
⇔  日1喫 日1哄 (ご しごし)
⇔  日1暑日1暑 (よ ろよろ)
⇔  村舎州舎 (も じもじ)
⇔  ス1詈スl詈 (しおれて生気のないようす )

¶詈叫 (混ぜてかき乱す)    ⇔  ¶詈¶詈 (もつれる)
子早三疇 (も む) ⇔  子詈司子詈司 (も みもみ )
可詈疇 ((物事を)からませる) ⇔  可詈可詈 (も つれる)
暑詈叫 (振る) ⇔  暑詈暑詈 (ゆ らゆら)

4.形容詞
韓国語のオノマ トペ形容詞としては、可能形の語数においても使用頻度の語数においても接尾辞 「―■叫」に
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よるものが圧倒的に多い。

(19)a)ス1月 電 魁魁 せ 十 蚊七 せフ1フト詈Ol ttOlバ Ol弓 冽l暑号■ 冽〇卜。 (鳥のようにふわりふわりと飛ベ

る翼が入つているからこんなにふつくらしているのよ。)『創作童話』

仝電書 フト舎Ol三署計嗜 畏司 01 Xll七 妥号外ス1スl署戴叫。 (ソ リョンは胸が熱くなり、挙句に鼻まで

じ―んとなった。)『父』

Lllユ 司フトOl列 州 01弓 月1号召■ユ uJモ■スl?(私のしっぽがなぜこんなにずつしりして重いのかな。)

『童話』

b)Ol毅 ♀ 二晋三モせ O卜訳号Ol1 01暑
=釧
刹 せ 骨僣望 フトせ ユEll三 斗千嘔 バ電三 列劇甘嘲■。(これ

は暖かいオンドルの部屋の床に布団をかぶせて、30曰 くらいそのまま置いておくと自然にかえりま

す。)『童話』

ロトJ七 せ詈 せ 癸割州 詈せ せ ユ舎ユ舎せ 苦舎 州 ユ兵 獄Ol立。 (マ リはちょうどいい具合に炊い

たふつくらとしたご飯を三杯盛りました。) 『創作童話』

♀司七 ユ咀 項詈
=¶
責 叫斗 そ項■計フl割 司 dtt d司 ■ ロト叶Oll¶ 可Olフト」舎外斗 ¶冽子子

暑避計冽1千ユ司ユ 毀。トパニ ユバ 看召フ1せ ■■。 (私たちはそれらを食欲に応じて間食するために

どろどろしている床にお尻がつかないように中腰の姿勢でもただ楽しかった。) 『彼の家』

(19a)は 単一形オノマ トペを語幹とする例であり、 (19b)は反復形オノマ トペを語幹とする例である。多くの

場合、次のように単一形語幹/反復形語幹の対ができる。

(20)冽 讐計嗜      (物 が)思つたよりずいぶん軽い

冽讐冽讐■■     (複 数のものが)みな軽い

冽讐尋■      かなり軽い
冽讐冽讐■■    (複 数のものが)みなかなり軽い

ユ号■嗜      一杯だ
ユ号ユ号尋叫    なみなみに満ちている

詈勾■■      (目 に)涙をためている
詈咽詈勾■■    涙ぐむ

型脅■嗜      (幅 のあるものなどが)やや細長い
理箭d号■■    複数のものが皆やや細長い

外■■嗜      やせて肌や毛につやがない
外電外■■■    ざらざらしている

列■■嗜      かさかさしている
列赳列■■嗜    表面が滑らかでない

せd■■      すらりとしている
せdせd■■    複数のものがみなほっそりとしている
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せな計叫      柔らかすぎて垂れそうだ

せなせな尋III     ぐにゃぐにゃしている

せ計計叫      平たい、平べつたい

せ計せ脅尋叫     複数のものがみな平べったい

三モ尋叫      非常に熱い

三モ三モ計叫     非常に熱い、ほかほかだ

三詈尋疇       ちくりと痛い
三詈三詈尋叶     ちくちく/ひ りひり/ずきずきする

」せ計叫      (物 が)やわらかい

せせせせ計叫     ふわふわしている

号4計叫      ずっしり重い

号召号召計叫     いずれも皆ずっしり重い

暑電計叫      ふにゃつと/く にゃつとしている

暑」暑可計叫     ぶよぶよ/ど ろどろする

暑尋計叫      物の表面がいくらか膨れ上がっている

暑尋暑尋計叫     あちこちふっくら膨らんでいる

里番計叫       (物 の先が)細 くなってとがっている

里番里寺計■     複数のものが等しくとがっている

入1吾計叫      ゃや酸っぱい

入1吾入1吾計叫     多くのものがいずれも酸っぱい、非常に酸つぱい

人l署計叫      ずきんずきん痛む

州署州署計叫     ずきんずきんする

外訳計叫      (身 体に刺激を受けて)び りつとする/じいんとする

外訳外哄尋叫     びりびりする/じいんとする

尋d■嗜      非常に柔らかく弾力性があり暖かい/ふわふわしている

手だ尋d計叫     ふわふわしている

嘔可計叫       だぶだぶだ
嘔電嘔可計叫     だぶだぶだ、ぶかぶかだ

手モ■叫      顔や体がかつかとほてる

手せ早モ計叫     ぽかぽか/かっかしている
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(20)の 例のような単一形語幹/反復形語幹の対がある場合、反復形は単一形の意味の強調、あるいは対象の複

数性を意味する。

(21)a)LI千二 せモ d到 対Oll毀〇卜立召Ol叫J暑 錮冽LI O卜 Ol企ロト暑 可立呵 奨奨せ ス1せ斗暑 ユ七
責朝斗J。 (木製の長い椅子に座つてスルメの足を噛んだリアイスを食べながらぱりぱりしている新し

いマンガを読むこととは。) 『ボンスニオンニ』

刻嗜せ LI子詈せ 叫叫せ 金 舎♀ 詈入101詈舎Ll嗜。(大樹が密生している森の中はとても暗いです。)

『創作童話』

ア1手 Olフト詈
=十
七 人卜O1011■七〇ll七 嘔Ol子子■Ll■。(ケ ットンイが夢を見る間、空には星がきら

さらと輝いています。) 『創作童話』

b)ュ 美書 入lを Oll三 召 せ書 ♀
=暑
哄立三 ■戴嗜。 (遅い時間にも家の中は灯りで明るかつた。)『父』

対d三 普せ 長 可■ 王■
=毅
咀 ■や 卜Ol州 ■月1妾ユ可 せ戴■。 (自 分も驚いたようできょとんと

した表情を浮かべたファニュがぎごちなく笑いながら言つた。) 『手紙』

〇トパ州七 ス
=Ol勾
司 立七 L沼 嘲モOll,■企311口1召 Ol鋼 号ユ暑 刈尋■ユ 舌嘲■.(お じさんは上

いんと来たので、やたらミギョンに登校を急かせてしまいました。)  『創作童話』

刊■Ll ttOlを 七,■子フトせJ召午■月l嘔司フト七 責哄… (目 がおちくばんで精気がなく、日毎に黒
みがかつて黄色く変わつていく顔色…) 『父』

(21a)と (21b)は 、それぞれ 1音節反復形の語幹と1音節語幹に「―■■」が付いた例である。いずれも「―■■」

型動詞にはほとんど見られないタイプの形式である。他の例を補えば次の通りである。

(22)a)dd■■ (しわがれ声ががらがらとして力強い)
モモ■■ (べとべとする)       をそ計■ (ざらざらしている)
d■■叫 (ざ らざらしている)     唱瑠■■ ((言 うべきときに)黙つている)
≒≒■■ (湿つぱい)         晋号■■ (ぶっきらぼうだ)

手手■■ (ぽっちゃりしている)    叶叶計嗜 (こ ちこちだ)
瑛駅■■ (ほっそりしている)     可可■■ (水つぽい)
せせ■■ (顔立ちが整っている)    可可■■ (呆然とする)
叫叫■■ (ばそぼそしている)     叫叫■■ (どろっとしている)
哄哄■■ (こ ちこちにこわばつている)

せせ■■ (よ そよそしい)       魁魁■■ ((国 の中が)ひ りひりする)
な■■■ (頑丈でがっしりしている)  ]列 ■叫 (かんかん照りつける)
可勾■■ (気まずい)         瑠瑠■■ (なんとなく気まずい)

尋尋■■ (しっとりしている)     号号■■ (じめじめしている)
刊刊尋■ ((物が腐ったりして)臭い) せせ尋■ (がっしりしている)
]■■嗜 (はちきれそうだ)      可■■■ (ぶよぶよしている)
暑暑■■ (丈夫だ)          斗■■■ (ぱさぱさしている)

せせ尋■ (ぴんぴんしている)     ]■ ■■ (ぴんと張つている)
妥妻■■ (焼けつくように暑い)    兵兵尋嗜 (こ ぢんまりしている)

b)■ ■■ ((頭が)がんがん痛い)    詈尋■ (口数が少なく無愛想だ)
詈■■ (ま ばらだ)          咄計嗜 (ほの明るい)
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咀計嗜 (ほんのり明るい)

司計嗜 (ばたっと倒れる)

■■■ (薄明るい)

Hぎき卜叫 (呆然としている)

司■EI(虚弱だ)

「―■■」に次いで生産性が高い接尾辞は「―企咽叫」/saropta/で あるが、使用頻度はそれほど高くない。大

半は (23a)の ように単一形オノマ トペに付くが、(23b)の ように 1音節反復形を語幹とするものもいくつかある。

多くは「―■叫」型形容詞と交替する。

(23)a)フト著企咽叫 (似つかわしくない)⇔  フトせ贄EI(似つかわしくない)
冽三暑企咽叫 (見るからに尊大ぶっている)⇔ 冽三暑司♀EI(い ばる)
冽|■杢咽■ (不平たらたらだ)< 冽1■ 川■ (ぶつぶつ)
を目企咽疇 (こ ましゃくれたところがある)⇔ 竹召計嗜 (こ ましゃくれている)
晋詈企瑠叫 (すっきりしている) ⇔ 詈詈計叶 (すっきりしている)
詈¬杢咽叫 (むごたらしい)⇔  詈司計叫 (む ごたらしい)
号■企咽叫 (し らじらしい)⇔ 号■贄叫 (し らじらしい)
暑号企咽叫 (国 の利き方がぶっきらばうだ)< 暑号暑号 (ぶっきらばうに)
ロトス1咀企瑠叶 (見るからにまめまめしい)⇔  Jトス1嘔計叶 (ま めまめしい)
日10卜せ企咽EI(皮肉っぱい)⇔  日lO卜せ■■ (皮肉っぱく言う)
キ社杢咽叫 (騒々しい)⇔  キ杜嘔El‐ (しきりに騒がしくふるまう)
州毬企咽叫 (さ っぱりしている)⇔  ス1是■■ (すっきりしている)
叶考企電叶 (粘 り強い)⇔  叶計を叫 (がむしゃらだ、粘り強い)
せせ杢咽叫 (やせ衰えて見える)⇔  せ付計叫 (やせ衰えて骨と皮ばかりだ)
せ子杢咽叫 (かわいらしい)⇔ せ子計叫 (小 さいながらよく整っていてかわいらしい)
q召杢咽叫 (がむしゃらだ)⇔  呵利を叫 (がむしゃらだ、粘り強い)
¶詈企咽叶 (と んでもないようすだ)⇔  ¶詈計叫 (と んでもない)
¶吾杢咽叫 (腹黒い所がある)⇔  ¶吾計■ (腹黒い)
Olス1ヨ企咽叫 (知 らん振りしている)⇔  Olス1電 電叶 (わ ざととばけるふりをする)
子召企咽叫 (がつがつしている)⇔ 子召嘔叫 (がつがつする)

b)をを生咽叫 (ねちねちしている)⇔  をを■叫 (気難しくてねちねちしている)
咀咀企咽叫 (ず うずうしい)⇔  咀咀計叫 (ず うずうしい)
咄咄企咽■ (ず うずうしい)⇔ 咄咄■叫 (ず うずうしい)

オノマ トペ形容詞を派生する接尾辞には、朴東根 (1997:93fflに よればその他に次のようなものがある。

(24)a)― Olぢ 叫 /6t'a/

号ユ彗■ (ま んまるい)<=詈 号詈 (ま んまる)

号ユ弓嗜 ((大 きく)ま るい)<子 詈
=詈
(ま るまる)

手ユ慧叫 (ま んまるい)⇔  手詈手詈尋叫 (ま んまるい)
ストL慧叫 (やや冷たい)⇔ スト普■■ (ひんやりしている)

州L弓叫 (冷たい)⇔ 月七尋叫 (ひんやりしている)
b)一 癸叫 /matta/

フトせ哭叫 (似つかわしくない)⇔  フトせ企咽叫 (似つかわしくない)
む詈巽叫 (と てもずうずうしい) < む詈む詈 (ず うずうしいようす)
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号■癸■ (そ らとぼけている)⇔  号■嘔叫 (そ知らぬふりをする)

せ子巽■ (小さくかわいらしい)⇔ せ子■■ (小 さいながらよく整っていてかわいらしい)

■詈貴■ (いやらしいほどしつこい)< 召詈召詈 (ひどく気味悪いようす)

c)一 日叫 /pta/

を利咽疇 (く すぐったい)< を■を■ (く すぐつたいようす)

そ五咽疇 (ざらざらしている)⇔ そそ■叫 (ざ らざらしている)
口l五瑠叫 (つ るつるしている)< 口lモロlモ (つるつる/すべすべ)

」パ瑠叫 (つやつやしている)< 嘔d嘔■ (ぴかぴか/てかてか)

早二電■ (やわらかい)< 早詈早詈 (感触が非常にやわらかいようす)

咄二咽■ (つやがあって滑らかだ)< せ暑せ詈 (つやつや)
入lュ咽■ (やかましい)⇔  ス1詈スl詈■■ (非常にやかましい/騒々しい)
Olスl咽■ (目 まいがする)< Ol dOl d(く らくら)

d)一スl■ /chida/

響司スl叫 (粘 り強い)<響 召響召 (ねばねば/べ とべと)
〇卜子月■ (ま だら模様だ)<〇 卜子O卜子 ((点・紋様などが)まだらに)

e)ゼ ロ派生

冽■■ ((粒や目が)粗い)< 冽電冽■ (が さがさ/ざらざら)

外叶鍼叫 (びくともしない)< 外叶外叶 (こ っくりこつくり)

詈脅鉄叫 (なすすべがない)< 詈■詈脅 (も ぞもぞ)
五司鉄叫 (びくともしない)< 五司五呵 (こ つくりこつくり)

子詈叫 (丸い)< 子詈子詈 (ま るまる)
旦署■ (毛羽立つ)< ユ番ユ番 (けばけば/も じゃもじゃ)
uJ詈■ (傾いている)< H川 詈u川 詈 (よ ろよろ/く ねくね)
日1詈嗜 (曲がっている)< 日l詈日l詈 (く ねくね)

州舎鉄叫 (ためらわない)< 州舎州舎 (も じもじ)

5.ま  と め

本稿では韓国語オノマトペの用言的用法について以下のことを明らかにしてきた。韓国語オノマ トペが用言 (動

詞、形容詞)と して用いられる場合、その用言オノマ トペを派生する接尾辞は多様であるが、その中で最も生産

的な接尾辞は「―冽J嗜」/kOrida/、 「―嘲III」 /tada/、 「一■■」/hada/、 「―q叫」/ida/の 4種である。

韓国語の用言オノマ トペの派生過程は非常に単純で、オノマ トペそれ自体あるいはその一部の要素に動詞化、

形容詞化をもたらす接尾辞をつけることによリオノマ トペ動詞、オノマ トペ形容詞を作ることができるのである。

オノマトペ動詞を派生する最も生産的な接尾辞は「一月司■」/kOrida/、 「―嘲叫」/tada/、 「―■■」/hada/、 「一〇l嗜」

/ida/で あり、オノマ トペ形容詞の場合は、ほとんどすべてにおいて接尾辞「―■■」/hada/に よつて派生する。

オノマトペ動詞を派生する接尾辞「―■叫」は完全反復形、単一形、類音反復形のオノマ トペ語幹に付いてオ

ノマトペ動詞を派生するが、完全反復形に付くものが圧倒的に多い。「―計叫」型オノマトペ動詞は単一形/完全

反復形語幹の対が可能であり、完全反復形は動作の繰り返しや継続、単一形は一回だけの動作 。現象を表わして

いる。

「―冽J■」はオノマトペ動詞を派生する最も使用頻度が高い接尾辞である。辞書では「一月J■」を「繰り

返す」意味を持つ接尾辞と定義しており、反復の意味をもつ「―冽司嗜」には単一形オノマ トペに付くのが普通

である。また「―冽司■」は 1音節オノマトペに付かず、必ず 1音節オノマ トペの反復形に付き、母音で終わる



甲南女子大学研究紀要第 43号  文学・文化編 (2007年 3月 )

オノマ トペ語基にも基本的には付かない。通常、「―冽司叶」と「―嘲叫」は同様の使い方をすると見なされてい

るが、これは 「―冽 J El‐」と「―Ell叫」の大きな違いである。

「―冽司叫」型オノマ トペは動作の反復・継続を表わすので、「完全反復形オノマ トペ十■嗜」のタイプとほぼ

同様の意味をもち、かつ同数存在する。しかし、実際の使用頻度においては「―冽J叫」型が多いが、これは「完

全反復形オノマ トペ +■叫」の使用頻度を低めることにつながり、さらには韓国語の反復形オノマ トペの使用頻

度をも低めている原因であると考えられる。

「一Ell叫」は辞書の定義や実際の使用例からみても「一月J叫」と等価の接尾辞とみなされており、「―冽司叫」

型と同様、単一形オノマ トペに付いて動作の反復 0継続を表わす。したがって、「―冽J叫」が付いたオノマ トペ

はほとんど「―Ell叫」に置き換えることができる。しかしながら、実際の使用頻度を見ると、「―冽司嗜」が「―

Ell叫」の 8倍以上の結果であった。これについては二つの理由が考えられる。まず、一つ目は、「―Ell叫」型の表

現は非標準語と見なされてきたためである。二つ目は「―刻J叫」に比べて 「一Ell叫」の方が若干否定的な意味

を含んでいるため使 うのを憚ったためではないかと思われる。

「一〇l叫」は「―朝叫」に比べると使用頻度が高い。「―Ol叫」は「¬」/k/、 「〇」/ng/、 「己」/1/で終わる単一形の

オノマ トペに付いて 「―01叫」型オノマ トペ動詞を形成するが、「¬」/k/で終わるオノマ トペが最も多く、全体の

75%以上にのぼる。
「―■叫」は動詞、形容詞どちらも形成する接尾辞で、「―■■」は大多数のオノマ トペ形容詞を作る。また、

実際の使用頻度においても「―■■」動詞に比べて 「―計嗜」形容詞の方が圧倒的に多いことから「―計叶」型

は形容詞を形成する傾向が強いと言えよう。また多くの場合、「一尋叫」型オノマ トペ形容詞は単一形語幹/反復

形語幹との対が可能であり、反復形は単一形の意味の強調、対象の複数性を意味する。また 1音節反復形の語幹

と 1音節語幹に「―■叫」が付く場合もあるが、「―計叶」型動詞には見られないタイプである。「―計嗜」に次い

で生産性の高いオノマ トペ形容詞形成接尾辞は「―杢咽叫」/soropta/で あるが、使用頻度はあまり高くない。大

半は単一形オノマ トペに付くが、 1音節反復形を語幹とするものもいくつかあり、多くは「―■叫」型形容詞と交

替できる。

注

1)本稿は、李股蛾(2001)の 第2章の 。部を大幅に加筆訂正したものである。
2)オノマトベを語幹とする「■叫形容詞」の副詞形「…■月IJ、 「―司J、 「―J」 、「―OI」

3)動詞と形容詞の両方に用いられるものを含んだ語数である。
4)『せ号社酬彗斗(韓国伝来竜話)』 。l重電(イ・ヒョソン)編 (2005)ス|を 入卜:ソ ゥル、以下同じ。

5)人間の笑い声や小鳥がさえずる声を表わすオノマトペ語基に付く場合がある。
司司冽司嗜(ヘヘと笑う),二二月J■ (ふふと笑う),Xll Xll刻 J嗜 (小鳥がさえずる)

6)『200501は [計せ 付千召(2005李 箱文学賞作品集)』 モ識人卜はスト:ソ ウル
「三■せ司 子4コ スト(表情管理株式会社)」 01せユ(イ ・マンギョウ)pp.192-240

7)稿者が調査したところ、ヨ子叶子OI叫 (ごちゃごちゃだ)の ような類音反復形オノマトペを語幹とする次のような使用例
がある。 ユ三号 ■裂晉せ ユ司嘔 ユ 魁舌。l銀 dせ 嗜七 子せ■フ1三 ■ユ

=ユ
型フl三 ■ユ 。lストJ qlバ ユせ

三せ剌J司ユ 型書 ヨ看叶子魁 フ1暑。1銀 EI。 (それほど長い間会いたかった顔だつだけど、私は照れくさく、泣きたか

つたからこの場から逃げたいごちゃごちゃとした気分だつた。)『ボンスニオンニ』
8)教学社出版部編(1997)『初等学生学習国語辞典』教学社 :ソ ウル

金星出版社編(2001)『初等国語辞典』金星出版社 :ソ ウル

延陛大学校言語情報開発研究院編(2002)『東亜延 ||ヒ初等国語辞典』斗山東亜 :ソ ウル
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